
【鳴門市行政評価】

◎基本情報

◎事業概要（PLAN)

0 0 0 0

人件費
0.3 0.0 2,140 150,134

正規職員(7,133千円/人)

今年度の進捗状況 完了 事業全体の進捗状況 -

（千円）

財源内訳

年　度

平成28年度

繰越額 0

－ ％

目標達成率(実績/目標) 100.0 － － － ％

成果指標
対象にどのよ
うな効果が
あったか示す
指標

耐震化工事進捗状況 100.0 － －

28年度実績 29年度目標 30年度目標 31年度目標 単位

活動指標
実施した事業
の活動量を示
す指標

1

単位

耐震化工事進捗状況 100.0 ％

31年度

事業
計画

28年度に何を
計画していたか

　　Ｈ２８．４　　社会資本整備総合交付金の国への申請
　　Ｈ２８．５　　指名審査委員会・入札・仮契約
　　Ｈ２８．６　　議会議決・本契約
　　H２８．７　　代替施設への引越し等
　　Ｈ２８．８　　耐震改修工事（～Ｈ29.2）
　　Ｈ２９．３　　交付金の実績報告

成果
目標

事業目標の達成度合

指標名 27年度 28年度 29年度 30年度

臨時職員(2,043千円/人) 総人件費 総事業費

0

152,355

決算額 25,225 0 103,100 0 19,669 147,994

全体予算額 25,225 0 103,100 0 24,030

△ 24,000

繰越予算額 0 0 0 0 0 0

事業費計

当初予算額 20,853 0 122,800 0 32,702 176,355

区分 国 県 地方債 その他特定財源 一般財源

補正予算額 4,372 0 △ 19,700 0 △ 8,672

2

事業実施手法

◎実施結果（DO)

事業
実施
内容

28年度は目標を達成
するため、手段として
どのような活動を行っ
ているのか

平成２８年７月から１２月に耐震改修工事を実施した。その間、老人福祉センターは休
館とし、旧教育委員会棟を代替施設として娯楽室・機能訓練室、シルバー人材セン
ター、社会福祉協議会事務局を移転した。
また、耐震改修後の施設の多目的化や更なる有効活用を図るため、老人福祉セン
ター・勤労青少年ホームを一体化し、主要な機能を残しながらも幅広い世代が利用で
きる「健康福祉交流センター」の整備に向けた改造工事を実施した。

指標名 27年度実績

事業
対象

誰(何)を対象に
しているか 鳴門市老人福祉センター

事業
目標

対象をどのような状
態にしたい(目指す)の
か

高齢者のレクリエーションやクラブ活動、集会や憩いのための施設である老人福祉セ
ンター（S52.12竣工）について、平成１７年度に実施した耐震診断結果により、１階・２
階・ＰＨ階のIs値が不足していることから、避難所・ボランティアセンターとしての利活用
も念頭に耐震改修工事を実施する。

年度
　　　(小項目) 高齢者福祉

施策 4 高齢者福祉の推進 終
期基本事業 1

政策(中項目) 1 ひとにやさしく健康で安らげるまち　なると

事業
期間

開
始

26

生きがいと健康づくりの推進

総合計画体系 根拠法令
計画など

なし
基本政策(大項目) 2 ずっと笑顔で　生きがい感じるまちづくり

平成29年度事務事業評価シート（28年度実績）
58

事務事業名 老人福祉センター耐震化事業
担当
部署

健康福祉部　長寿介護課

個人 世帯 団体 その他 内部管理

市実施 一部委託 委託 補助金 その他



【鳴門市行政評価】

◎項目別評価（CHECK)

◎今後の方向性(ACTION)

H30年度

予定どおり耐震改修工事を完了した。

課題

今後の方向性 1.廃止 2.要改善 3.現状維持 4.拡充

実績 100.0 ％

評価 A:目標を達成できた

③総合的な評価 A

予定どおり耐震改修工事を完了した。

②成果に対
する評価

指標名 耐震化工事進捗状況

予定どおり耐震改修工事を完了した。
目標 100.0 ％

評価項目 評価値 所見欄

【事務事業名：老人福祉センター耐震化事業】

事業費推移

事業費

うち一般財源

総事業費 7,344 150,134

↓今後の方向性を踏まえた上で、以下の欄に記入してください。

実施内容

H29年度

①活動に対
する評価

有効性 A:有効性があった 予定どおり耐震改修工事を完了した。

効率性 A:効率的だった

人件費 713 2,140

5,705 19,669

28年度決算 29年度 30年度 31年度

6,631 147,994

年　　度 27年度決算


